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術後の排尿機能障害も、
術中モニタリングして回避
しよう。
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　脊椎脊髄手術、直腸癌手術、子宮癌手術、前立腺癌手術な
どの術後排尿障害のリスクが高い手術中に使用することで、術
後排尿障害を回避できる可能性がある。

脊椎脊髄手術、直腸癌手術、子宮癌手術、前立腺癌手術な
どの術後神経合併症に排尿機能障害がある。排尿機能障害は
生命予後に直接的には関与しないので看過されがちである
が、術後生活の質を著しく低下させる。

そこで我々は、術中に尿道括約筋から筋電位を導出するこ
とで尿道括約筋機能を評価し、術後の排尿障害を回避する方
法を開発した。尿道括約筋からの筋電位の記録は、電極付き
尿道カテーテル（特許申請中）を使用する。電極付き尿道カ
テーテルの留置は通常の尿道カーテルと同様で容易に行え
る。使用の安全性については、電極と尿道カテーテルに段差
ができないように密着させ導電性シリコンでカバーしている
ので尿道粘膜を損傷することはない。また探索電極と作動電
極の間を絶縁しているので電極間の短絡が発生しない。

術中排尿機能モニタリング、電極付き尿道カテーテル、
運動誘発電位、球海綿体反射、術野神経刺激
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電極付き尿道カテーテルを用いた 
術中排尿機能モニタリング

研究成果の応用可能性
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